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w.パウリ「原型的観念がケプラーの科学的理論に与えた影響J

村上陽一郎訳

『自然現象と心の構造一非因果的連関の原理一~ p209・210 海鳴社

(原著出版、 1955年)

キーワード:電磁波ホルモン作用仮説、相補性、多義性、増幅、キンドリング、

過敏症、耽溺

1 . はじめに

2001年 11月 11日に、私は自らのシックハウス症候群の発症を非応なく自覚

することになった。それは、単なる身体感覚の変調だけにとどまらず、記憶力

や判断力の著しい低下、精神状態の異常、家族全員の病状の悪化、それに伴う

自責の念、住んでいた住宅の実質的な喪失、そして自らが築いてきた学説(村

瀬、 2000; 2001)の盲点と限界、それに起因する絶望感にまで及んでいた。そ

れまでの人生では、経験したことのない巨大なスケールの問題にただただ圧倒

されるばかりで、生きる望みをほとんど失いかけて死ぬことばかりを考えてい

た。

こうした状況に陥るまでは、次に挙げる 3つのテーマを年代の推移とともに

順に探求してきた。

第 1のテーマが、物理・化学現象へ還元可能な生命現象の探求で、ある (Murase、

1992)。具体的に、私は細胞運動を記述しうる非線形偏微分方程式を導出し、

その方程式が時間・空間カオス状態を生成すること、そしてその時間・空間カ

オス状態が細胞運動器官固有の高次構造を導入することによってはじめて制御

可能で、あることなどを、実験データと整合性よく理論的に提示することができ

-696-



「第 3回電磁波と生体への影響一分子機構と総合評価の検討-J

た (Murase、1992・村瀬、 1989; 1993 ; 1994)。こうしたテーマは、その後

も、いわゆる分子・細胞・生物物理学、非線形生命動力学の分野としてますま

す発展している。

第 2のテーマが、この物理・化学現象還元論と相補的な生命還元論ともいう

べき方法論が必要な生命現象の探求である(村瀬、 2000)。生命還元諭では、

きわめて複雑な生命現象をより複雑さの度合いの少ないと思われる生命現象一

逆説的であるが、例えば‘がん'といった疾患-へと還元していき、生命の基

本単位ーすなわち、理想生命モデルーを見出すことによって、さまざまな生命

現象を全体的に理解することがねらいである (Muraes，1996;村瀬、 1994;2001)。

何故に、疾患が理想、生命モデルなのか、という疑問がわき上がることと思う。

この疑問の答えとして、言語学者レネパーグも指摘しているように(レネバー

グ、 1974，p330)、疾患は生命システムの上部構造を除去してより原初的な実

体をあらわにするという点で、複雑な生命現象のまさに理想モデルと言えるの

である。こうした生命還元論の究極的な目標は、単なる生命現象の網羅的な記

述ばかりではなく、より体系的な記述につながる意味づけや大胆な解釈をうち

立てるメタ生物学という学問の創造にある。

第 3のテーマは、こうした「外」なる対象認識を踏まえてようやくたどり着

いた「内」なる認識過程の認識に関する、いわゆる認識のメタ生物学の構築で

ある(村瀬、 2001)。すなわち、 「対象がわかるJという認識の問題と、それ

に相補的な「対象がわることがわかるJというメタ認識の問題を解明すること

によって、認識の高次化を目指すとともに、その背後にある基本原理を探究す

ることである。その意図として、伝統的な心理学と新興の脳・神経科学の統合、

ならびに認識過程の進化論的探究が挙げられる。

このように、私自身の認識の個人史的な展開を眺めてみると、それ以前の段

階とは相補的な方向への展開してきたように思う。そしてこうした相補的な発

展過程こそ、認識の高次化にとって極めて重要ではないかと思われた。実際、

冒頭に引用した臨床心理学者ユングと理論物理学者パウリの論考における重要

な観点も、それぞれ心における集合的無意識と意識の相補性、および認識対象

である「外」と認識主体である「内」の相補性にあった、といえよう。私が 2000

年に提唱した自己・非自己循環原理(村瀬、 2000) も、生成システムの高次化

原理として自己ーすなわち、 「内Jと「外Jを区別することのできる閉じたシ

ステムーが、非自己とどこまでも循環する相補的発展過程に着目したわけであ

る。

ところが、ユングやパウリの観点、ならびに私自身が取り組んできた上記 3

つのテーマを探究する際に、暗黙裡に前提としていた仮定に、それとは相補的

な立場が存在することなど、当時の私には想像できなかった。
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それが、本稿の主題である環境認識機構の環境依存性の問題である。現代認

知科学は、脳損傷と認知機能障害との相関などに基づいて、機能局在諭を展開

してきた。しかし、そこでは生体を取りまく環境が、いわゆる‘理想'環境で

あるという前提を暗黙に仮定していた。先に述べた私自身のシックハウス症候

群の体験は、現代社会における生活環境は実験室でコントロールされているよ

うな理想環境ではありえないことを明白に物語っていた。しかも、汚染環境が

単に心身の変調を引き起こしうるばかりでなく、その心身の変調を認識するこ

とが極めて困難である事実を、身をもって知らされることになった。

こうした私自身の病気に伴う自己否定にはじまり、自己の学説の限界への気

づき、その後の一連の展開こそ、実は、哲学者西田幾多郎の晩年の思索である

「逆対応J (西田、 1946)ではなかったか、ということに上林晴行(私信)に

よって、最近気づかされた。

ところで、自己の病態を認識することができない、いわゆる病徴不覚症の存

在は、元来、特定の脳領域損傷患者の研究から明らかにされた。しかし、ここ

で私が強調したい点は、特定脳領域の損傷を伴わずとも、慢性的な汚染環境の

中で日常生活をおくることによって、自らの心身の変調が認識できないという

より日常的なケースである。

一般的な病徴不覚症の治療にとって必要なことは、本人に病徴を自覚させる

ことである。その際に必要な自覚とは、他者から言われてわかるという受動的

な認識ではなく、自らが自らの病に気づくという能動的な認識のことである。

本稿の目的は、健康人を自称する読者に、汚染環境によって認識機能が異変

をきたしうることを、客観的知識として知っていただくことである。そうする

ことによって、現在進行している読者各自の病徴不覚状態を主観的に追体験す

る機会が生まれる。そして、この主観的体験ーすなわち、能動的認識ーなしに

は、問題が存在していることすら認識できないことに対して、警鐘を鳴らして

おきたいのである。

2. 環境汚染病の認識

How saj詮isour present chemicα1 environment? To what extent does it 

contribute to chronic illness? How much do we know about the long-term 

可決ctsof such byてproductsof "progress" as the chemicα1 pollutants in the 

αir of our 1wmes and cities; chemicalαdditivesαnd contαmlnαnts in our 

foods，ωαterαnd biologicα1 drugs，αs well as our synthetic drugs， 
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cosmetics and many other personal exposures to and ocωpαtionαl 

contancts with mαn-mαde chemicαls? 

Theron G. Randoljフh

Humαn Ecologyαnd Susceptibility to the Chemical Environment 

Charles C Thomαs Publisher 7th edi白10n(1980) 

上記の Randolphの環境化学物質に対する懸念は、現代社会に急速に蔓延し

てしまった人工電磁場による環境汚染についてもそのまま当てはまる。こうし

た化学物質による環境汚染に由来する、いわゆる環境汚染病の認識の過程、お

よびその治療の過程などを知ることは、今世紀の環境問題を認識し、予防原則

にそった対処を的確におこなうために必要不可欠ではないか、と私は思う。

この著書の初版が 1962年に出版された。その後、数年ごとに版を重ねて、 1980

年には第7版が出版されていたにもかかわらず、皮肉にも当時、東京大学で薬

学を専攻してきた私がシックハウス症候群にかかるまで、本書の存在をまった

く知らなかったのである。哲学者のAlfred1. Ta uberが端的に述べているように、

「知識は事物を規定する」ということーすなわち、常識的にあるいは教科書的

に知らないことは、見れども見えずということーである。

したがって、新しい環境がつくられそれにつれて新しい病気が発生するよう

な状況を認識できるためには、そうした「ものの見方」を提供するような学問

的知識が必要となる。 Rαndolphは、実際に以下のような視点を強調している。

Most illness were originally thought to haveαrisen within the body. 

Only recently hαsthis α.ge-old concept been challenged. The importance 

ofthe outside environmentαsαcαuse of sickness wαs first demonstrated 

in respect to infectious diseαses about eighty yeαrsα.goαnd toαllergic 

diseases αr.pproXlmαtelyβlfty yeαrsαgo. Although the general prinαiples of 

infectious diseαseαre nowかllyαcceptedαπdαr.pplied，the medical 

profession has been slow in leαmlng αnd applying the necessαrν 

technゆ esto demonstrate cause αnd e酔 ctrelationships between the 

non-microbial environmentαnd ill healt九

Theron G. Rαndolph 

Humαn Ecology and Susceptibility to the Chemical Environment 

Charles C Thomαs Publisher 7th edition (1980) 

これは、病気の原因として生体側の内的要因ばかりでなく、生体を取りまく

日常的な環境という外的要因を考慮する必要性を唱えた点が新しい。まさに生
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物学における「遺伝か環境か」という古典的な問題への、ある意味でのパラダ

イムシフトを提示していると言える。

現代では、こうした視点は理論生物学者の S.Oyamaによって、以下のよう

に的確にまとめられている。

Information， the modern source ofform， is seen to reside in molecules， cells， 

tissues， 自主heenvironment，" often latent but causally potent. It is thought to 

enable these moleculmち Cθ.Jls，and other entities to recogniz，合 select， and 

instruct each other， to construct each other and themselvlθ's， to re，♂liate， 

control， induce， direct， and determines events of all kinds. • ・ ・ It is my 

contention that developmental information doθ's "develop，" not by伊 θcial

creation from nothingness， but always 企'Om the conditional transformation 

of prior structure - tha t is ， by on togenetic process. 

Susan Oyama 

The Ontogeny of Information: Developmental systems and Evolution 

Duke University Press 2nd edition (200lり

残念ながら、 S.Oyamaの主張には、病気の発生という観点が欠けている。私

のねらいは、 Rαndolphの主張と統合することによって、問題解決への，見通しを

たてるところにある。

Rαndolphは、次のように彼の著書の結論を述べている。

Mostpersons remain adapted to the conditions oftheirexistence without 

becoming弓peαifioαllysusceptible to various environmental substαnces 

αnd withnut mα口供stingill health from exposure to them. Of thnse whn do 

become susceptible to one or more environmentα1mαteriαls， including 

items of the diet，mαny remαln speαificallyαdapted for long periods 

withnut obvious ill effects. Sooner or 1αter， hnωeveηαdαrptαtion tends to 

tαrperoffαnd chronic synψtoms ensure. Although this mαy involve a single 

excitαnt， susceptibilityαnd mαlαdαrptα白[onto multiple environmental 

exposures is the rule. Under such cinαlmstαnces， the common cαuses of 

chronic ills are rarely suspected. ・Oneoαnnotescαrpe the deduction 

thαt suscepfl・bilitytoαnd maladαrptαtion to the chemical environmentαnd 

illnesses associαted therewithαre eαrly manifestations of degeneration. 

Whatever it may be called， one thing is certαin: individuαls whn become 
highly suscepti・bleαndmαlαdαrpted to one or more common chemicαl 
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excitαπtsαreusuαlly not the sαmethe陀 αfter.

TheroηG. Rαηdolph 

Humαn Ecologyαnd Susceptibility to the Chemical EηlJIronment 

Charles C Thomαs Publisher 7th edition {l980} pl17-119 

上記下線は、原著によっているが、これは私自身のシックハウス症候群の体

験とも一致している。すなわち、自分では意図しているわけではないのに、判

断力が著しく劣ってしまい、また、ちょっとしたことに過敏に対処しがちな兆

候が増してしまうのである。ここに、環境汚染病の認識がいかに重要であるか

が理解していただけるのではないだろうか。

3. Kindling現象

私は、 2003年に主催した第 1回の『電磁場と生体への影響』で、以下のよう

な‘電磁場ホルモン作用仮説'を提唱した。

‘電磁場ホルモン作用仮説'

特定周波数・特定強度の電磁場は、特定時間作用することによって、

特定生体・特定臓器・特定細胞にホルモン作用(アレルギ一作用)を

およぼす。

さらに、次のような主張も明示した。

新奇性に富む環境を認識して学習する機構が、

環境汚染病の発症機構へと転化してしまう。

今年出版された NeuralPlasticity and Disorders of the Nervous System 

(Aage R. Moller， Cambridge University Pres~ち 200のでは、神経疾患の発症過

程においても、学習・記憶の発達過程においても、神経系の可塑性変化が重要

な役割をになっていることが多くのデータをもとに論述されている。
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神経系の可塑性変化は、これまでは学習・記憶の基本的機構として注目され

てきた。しかし、その一方で、動物を使った‘てんかんモデル'が、同じよう

に可塑性変化としてすでに 20年近く前に説明されていたのである。以下では、

このいわゆるKindling現象を簡単に紹介したい。

この動物実験では、脳に挿入した刺激用電極を通して、微弱電気刺激を与え

る。この刺激に対して、動物は行動にも、また脳の電気活動度にも、何の変化

も示さない。この刺激を 1日に 1回数週間つづけたのである。すると、実験を

開始したときには、何の変化も起こさなかった同じ微弱刺激がはげしいてんか

ん発作(行動にも、脳の出来活動度にも明らかな発作状態)を呈したのである。

こうした特性は、一旦獲得されると、たとえ 1年間放置しておいても、微弱

電気刺激によっててんかん発作を再現してしまう。この点から、こうした反応

過敏状態は、ほとんど半永久的に存続するものと思われる。すなわち、たとえ

微弱な刺激といえども、慢性的に繰り返しさらされることによって、たとえそ

の刺激がなくなっても長期間にわたって持続する変化が脳におこってしまう。

しかも、その変化は、生涯にわたって持続する。この一方的かつ爆発的な変化

を、火をつけるという意味のKindlingという言葉で呼んでいるのである。

Kindling現象が環境学習として働くならば、大変有益なメカニズムといえる。

しかし、そのKindling現象が、環境の中でも慢性的に存在する汚染環境因子ー

しかも、この場合は当初は存在せず、環境の変化とともに新たに環境因子とし

て加わり、持続して存在する因子ーに作用してしまうと、環境汚染病を引き起

こしてしまう。しかも、重層的な環境ーすなわち、汚染環境と学習すべき環境

からなる複合環境ーの認識や学習は、どちらの環境もそのターゲ、ツトが神経系

の可塑性変化にある。それならば、環境認識・学習機構は、環境汚染の程度に

よって大きく変わってしまう可能性がある。

化学的環境汚染による認識機能の障害については、これまで繰り返し指摘さ

れてきた。

アルルヂーは身(;td!J.な!lJE1;ぞの反EとttQI:i万iりでうなぐ.心の房長Tの原IlffrtJ (/j 

Qo 1 屋建f((/j Q (;J 1;1:fj[還を種類jの待定建物さ?/t1t.去すdうと好対症次's:i'd::ぐtt仇

ぞれδを厚演技すQと係ヂ帰結j が厚!Jld.tzQo

セロン・ G・ランドルフ、原著出版 1986年、 p47

『新しいアレルギー根絶法』桐書房 (1994年)

3本でる差f4宝庫の奈美ï;ク.衆滋身.ぞれと要三rg~の恋慕ðttとか渚議事ð.tz でい

よきれ ごラ~~在会グ嘉手のかが1;1. d 6 /.ごすコ令状研究Jjl'必要ζ~d.tzQ分野です

ボ危学物質が渇:度の病被神経系の務局~/.ご与XQ影響を絶対Jご系rflJlすQblア
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にほれまよ芝さずん。

石川哲『化学物質過敏症ってどんな病気』合同出版

(1993年)

手ベ7Jl"13長ZLでい-37J)i!fiがどかかゐδず;汚梁秦多言jごc丈-3".':，)ゑ庁長手.学fJfの

J! 1ft l:t. lfItめてぺ液家/でぶないか。

石川哲・宮田幹夫『化学物質過敏症』かもがわ出版

(1999年)

子ごめのfiJ歩案議¥学彦輝夢、多身低 13/JJデ症. cI3-3れはままの無安ゑ無滞

ふ度泉佐.原案虐なと》吠ぎtttt会五~1J!Uとtt フでぎてい-3。ぞの反Eの l フ

とLて.房ぎ多言/写身きf乞学物質ボ グ身や学il/.ごがLて長野撃をさ戸之でCrJ~う両yaf佐7Jl"

J無却でさttぐえ会ってぎJ士。

(黒田洋一郎、 2003)

また、福島章の『子どもの脳が危ない』に詳しい論考がなされている。こう

した“化学的"な環境汚染に加えて、人工電磁場である“物理的"な環境汚染が深刻

化している。この、いわゆる“複合汚染"による生体や人体への影響に関する研究

は、ほとんど手つかずの状態と言える。

電磁場汚染に関しでも、それがホルモン作用を生体におよぼすならば、化学

的環境汚染と同様の問題がクローズアップされることになる。しかも、事態が

深刻になりうるのは、化学汚染と電磁場汚染の複合汚染が、相乗的な影響を与

えうるからである。このような視点は、第 1回目の研究会(村瀬、 2004) とそ

れに続く第 2回の研究会(村瀬、 2005) においても、触れたとおりである。

私たちは、現時点で以下の事実を熟知している。

現行の被爆制限値以下の電磁場によって、

ペースメーカーなどの精密電子機器が誤作動する。

その理由は、現行の被爆制限値は電磁場の発熱作用に基づいて算出されており、

熱を介さない直接作用の考察はなされていないためである。

私たち、生体ではタンパク質や DNAなどの高分子を電子が移動する‘電子移

動'と呼ばれる現象が知られている。これに加えて、呼吸によって得られた酸

素を水にまで還元する‘酸化還元反応'では、電子の移動が盛んに行われる。

qο ハU
門
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こうした生体内電子が、環境電磁場の熱を介さない直接相互作用のターゲ、ット

となる可能性は、決して否定できない。本報告書でコロンビア大学の Martin

Blank 博士が指摘しているメカニズムも、この生体内電子移動への電磁場の直

接相互作用である。

上記の精密電子機器への誤作動が常識として受け入れられているならば、

電磁場の生体影響の分子機構として、

生体内の電子移動への直接作用が考えられる。

という事態が想定されはじめているという現状を直視し、いまだ明確に危険

性が確定していないとされている現時点でこそ、 「疑わしきは回避せよJとい

う予防原則にそった的確な対応を読者に期待したい。

4. 今後の展望

2003年から 2005年まで継続してきた『電磁波と生体への影響』に関する基

礎物理学研究所研究会は、『環境物理学-先端領域の創出に向けて』と題して、

2006年6月 12日--16日の期間に発展的に継続した。そのプログラム、成果報

告の概要は、以下に資料として添付する。この研究会のねらいは、それまでの

『電磁波と生体への影響』に関する研究会を、内部にはらみながら、新たな視

点として認識主体を中心にすえた心理学、そして逆に認識対象を中心にすえた

環境物理学を取り入れることであった。研究会は、参加人数が 100名を超え、

大変刺激的であった。

さらに、湯川秀樹生誕 100年にあたる来年、 2007年には、 10月 10日--26

日の期間にわたり、 Whatis Life? The Next 100 Years ofYukawa's Dreamと

題して西宮・湯川滞在型国際シンポジウムを開催する(資料参照)。また、そ

の準備として、本年 2006年には、京都大学総長裁量経費の配分も決定した(資

料参照)。

「電磁場の生体影響」に関して、より学術的な議論を深めていくためには、

「生命とは何か ?Jという壮大な構想の中からこそ、あたらしいブレークスルー

が起こるものと確信している。

多くの方々にご参加頂くとともに、議論がさらに深まることを期待したい。
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